
３月１日午後１時30分
苫前商業高等学校卒業生27名

３月18日午前10時30分
力昼小学校卒業生　２名

春穏やかな日差しを浴びて、町内
の高校・中学校・小学校・保育園保
育所で卒業式などが執り行われた。
生徒・児童・園児らは先生や関係
者からの祝福と励ましを受け、新た
な世界へ飛び立ち、慣れ親しんだ学
び舎を後にした。

新入学児及び園児らを「交通事故から守ろう！」
と町内の各団体や企業からマスコットや用品が届
けられ関係者を喜ばせている。
３月14日には町商工会女性部（渡部豊子部長）
３名が役場を訪問し、「手づくり鈴」160個を
「会員一人ひとり丁寧に縫い上げ、神社で祈願し
てきました」と森町長へ手渡した。
また、３月22日には㈱藤観光バス（檜森正春代
表取締役社長）並びに沿岸バス㈱（出口治康代表
取締役）から、ランドセルカバー34枚や手提げ袋
39枚が寄贈された。
檜森社長は、ランドセルカバーの寄贈を昭和50
年から30年間「事故防止のために」と続けており、
寄贈を受けた廣瀬教育長は「新入学児が一目でわ
かることができ、防犯・事故防止に役立っていま
す」とお礼を述べた。
そのほか、次の団体から寄贈がありました。
○高齢者事業団「ひょうたんマスコット」
○苫前婦人会「カエルとうさぎのマスコット」

ありがとうございました。

３月12日午前10時
苫前中学校卒業生15名

３月19日午前10時
古丹別小学校卒業生30名

３月25日午前10時
苫前保育園卒園児17名

３月12日午前10時
古丹別中学校卒業生21名

３月20日午前10時
苫前小学校卒業生15名

３月26日午前10時
古丹別保育所修了児15名

夢 と 希 望 に 満 ち た 夢 と 希 望 に 満 ち た ・・・卒園・卒業 ・・・卒園・卒業 ・・・卒園・卒業 ・・・卒園・卒業 

鈴を手渡す商工会女性部

高齢者事業団から寄贈された
ひょうたんマスコット

ランドセルカバーを寄贈する
㈱藤観光バス檜森正春代表取締役社長

苫前婦人会から寄贈された
カエルとうさぎのマスコット

今年も交通安全を願って！
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柳
家
さ
ん
喬
独
演
会 

き
ょ
う 

や
な
ぎ
や 

三
月
六
日
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ

と
前
広
場
で
第
六
回
苫
前
町
雪
合
戦

大
会
が
開
催
さ
れ
、
過
去
最
高
と
な

る
十
三
チ
ー
ム
百
八
名
が
参
加
。
雪

球
が
飛
び
交
う
中
、
若
さ
と
体
力
に

勝
る
古
丹
別
中
学
校
野
球
部
Ａ
が
見

事
に
優
勝
し
た
。

当
日
は
冷
た
い
風
が
吹
く
、
あ
い

に
く
の
曇
り
空
。
試
合
は
、
四
ブ
ロ

ッ
ク
で
予
選
が
行
わ
れ
、
上
位
四
チ

ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
競
わ

れ
た
。
大
会
は
六
回
目
を
迎
え
る
な

か
、
各
チ
ー
ム
と
も
独
自
の
作
戦
を

立
て
、
ベ
ン
チ
か
ら
の
的
確
な
指
示

が
飛
び
交
う
な
ど
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

▽
優
勝
　
古
中
野
球
部
Ａ

▽
準
優
勝
ス
キ
ー
少
年
団
指
導
員

▽
三
位
　
祝
卒
業
／
㈱
大
島
建
設

統
あ
る
落
語
で
の
笑
い
を
堪
能
し

た
。さ

ん
喬
師
匠
は
、
人
間
国
宝
柳
家

こ
さ
ん
師
匠
の
お
弟
子
さ
ん
で
、
こ

の
独
演
会
で
は
、
お
座
敷
か
ら
始
ま

っ
た
落
語
の
歴
史
や
成
り
立
ち
に
つ

い
て
解
説
。
参
加
者
の
中
に
小
学
生

も
い
た
こ
と
か
ら
、
急
き
ょ
演
目
を

変
更
し
、
子
供
向
け
に
「
初
天
神
」

を
披
露
。
父
親
と
子
ど
も
が
お
参
り

の
際
、
出
店
で
の
お
ね
だ
り
の
や
り

取
り
を
面
白
お
か
し
く
語
っ
た
。

こ
の
他
、
落
語
で
有
名
な
「
時
そ

ば
」、「
幾
代
餅
」
を
披
露
し
、
子
ど

も
た
ち
に
明
日
学
校
で
使
え
る
小
話

を
伝
授
。
会
場
は
さ
ん
喬
師
匠
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
、
絶
え
間
な
い
笑

い
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。

小
話
、
天
国
の
話
「
あ
の
よ
〜
」

三
月
十
日
町
公
民
館
で
、
舞
台
鑑

賞
企
画
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
と
ま

ま
え
寄
席
「
柳
家
さ
ん
喬
独
演
会
」

が
開
催
さ
れ
、
七
十
名
が
参
加
。
伝

雪
球
が
飛
び
交
い
熱
戦

古
中
野
球
部
Ａ
優
勝

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるに
あたり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生
を防止し、死傷事故や財産の損失を防ぐことを目的とする。

(１) 消防法改正を踏まえた住宅防火対策の推進
(２) 放火火災・連続放火火災予防対策の推進
(３) 林野火災予防対策の推進
(４) 乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進

目　的

重点目標

『火は消した？ いつも心に きいてみて』

３月12日力昼漁港で
は、昨年ホタテ漁業者
となった佐藤信一さん
（29歳）が、新たな漁
業後継者としてホタテ
半成貝を初出荷した。
佐藤さんは、これま
で８年間作業員として
漁業に従事。その経験

を活かし、昨年秋ホタテ漁業を開始した。「（事業主とし
ては）初めてで、戸惑いもあるが、いい先輩が教えてく
れるので、ほっとしています。是非、このホタテ漁を軌
道に乗せたい」と力強く意気込みを語ってくれた。
このホタテ半成貝では、約３０００ｋｇを出荷予定で、
４月からは稚貝の出荷も始まり、息が抜けないとのこと。
佐藤さんは、祖父母と妻、子ども３人の７人家族。「協
力してくれる家族のためにもがんばります」と作業に汗
を流していた。

ホタテ半成貝初出荷
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Dr.小野の処方せん 

苫
前
神
社
創
立
二
百
二
十
年
奉
祝
祭

先
人
の
開
拓
・
大
漁
・
五
穀
豊
穣
に
感
謝

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
で
大
賑
わ
い

リ
サ
イ
ク
ル
品
３
３
３
点
が
無
料
提
供

三
月
二
十
六
日
苫
前
神
社
に
お
い

て
創
立
二
百
二
十
年
奉
祝
祭
が
執
り

行
わ
れ
、
神
社
関
係
者
並
び
に
町
内

代
表
者
ら
五
十
名
が
参
列
し
、
し
め

や
か
に
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
二

百
二
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

ま
ず
、
式
典
に
さ
き
が
け
奉
告
祭

に
お
い
て
祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
て
ん

で
は
、
二
百
二
十
年
の
五
穀
豊
穣
、

大
漁
、
安
全
の
感
謝
の
奉
納
が
行
わ

れ
た
。
式
典
で
は
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
が
行
わ
れ
た
後
、
北
海
道
神
社
庁

長
（
佐
藤
公
聡
）
か
ら
苫
前
神
社
氏

子
会
岡
田
忠
会
長
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

岡
田
氏
子
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
、

苫
前
神
社
の
創
建
は
、
地
域
の
支
援

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
今
後
も
、
ご

支
援
願
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
来

賓
と
し
て
参
加
し
た
森
町
長
か
ら
は

留
萌
支
庁
で
は
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
二
か
年
で
「
留
萌
地
域
ニ
シ
ン

の
記
憶
伝
承
事
業
」
を
行
い
、
ニ
シ

ン
漁
に
関
す
る
歴
史
や
地
域
の
発

展
、
文
化
、
ニ
シ
ン
料
理
な
ど
を
紹

介
す
る
映
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）

と
写
真
資
料
を
集
め
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
が
完
成
し
た
。

映
像
は
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
起
用
し
、
四
十
分
に
ま
と
め
た

も
の
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
約
千
点

の
写
真
と
と
も
に
、
イ
ラ
ス
ト
を
盛

り
込
み
子
ど
も
も
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
、
公
民
館
図
書
室
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
貸
し
出
し
も
可
能
で
す
。

作
製
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
留
萌
支
庁
地
域
政
策
部
地
域
政

策
課
（
�
〇
一
六
四
―
四
二
―
一
五

一
一
内
線
二
一
八
四
）
ま
で
。
貸
し

出
し
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
苫
前
町

公
民
館
図
書
室（
�
五
―
四
〇
七
六
）

ま
で
。

「
厳
し
い
北
国
の
ま
ち
の
鎮
守
と
し

て
二
百
二
十
年
を
経
て
、
奉
祝
で
き

た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
。
先
人
の
未

開
の
地
で
の
不
屈
不
断
の
闘
い
に
感

謝
し
た
い
」
と
お
祝
い
を
述
べ
た
。

三
月
五
日
町
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、

ラ
ッ
コ
ク
ラ
ブ
・
の
び
の
び
サ
ー
ク
ル
・

カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
育
て
支
援
事

業
合
同
に
よ
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
か
ら
提
供
さ
れ
た
子
ど

も
用
品
五
百
点
を
展
示
。
町
内
の
母
親
ら

八
十
名
が
訪
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
三
百
三

十
三
点
が
無
料
提
供
さ
れ
た
。

こ
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
は
、
今
回

三
回
目
で
、
各
種
事
業
開
催
の
折
に
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

乳
児
用
品
に
は
、
未
使
用
や
新
品
同
様
の

も
の
が
多
く
、「
大
変
助
か
り
ま
す
。
是
非
、

続
け
て
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
利
用
者
の

反
応
も
上
々
。「
新
品
お
も
ち
ゃ
も
あ
っ
て
、

び
っ
く
り
し
た
」
と
の
声
も
あ
っ
た
。

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
当
時
の

苫
前
場
所
の
支
配
人
が
白
志
泊
（
三

豊
）
に
小
さ
な
社
殿
を
建
て
弁
天
様

を
祀
り
、
海
上
の
安
全
と
豊
漁
を
祈

願
し
た
の
が
始
ま
り
。
そ
の
後
、
文

化
九
年
支
配
人
山
田
福
松
に
よ
り
再

建
さ
れ
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

に
は
庄
内
藩
、
明
治
二
年
に
は
水
戸

藩
の
所
領
と
な
り
、
藩
費
を
持
っ
て

修
繕
さ
れ
、
広
く
領
地
内
の
鎮
守
と

し
て
崇
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
正
四
年
に
は
、
苫
前
稲
荷
神
社

と
の
合
祀
に
よ
り
、
現
在
地
に
新
築

移
転
。
千
鳥
破
風
入
母
屋
造
、
本
殿
、

拝
殿
が
秋
田
県
の
宮
大
工
に
よ
り
、

釘
を
使
わ
ず
に
建
設
。
昭
和
五
十
九

年
（
創
立
二
百
年
祭
）
社
務
所
と
拝

殿
を
新
築
。
昨
年
（
平
成
十
六
年
）

に
は
、
本
殿
と
拝
殿
を
接
続
す
る
た

め
、
拝
殿
が
改
築
さ
れ
た
。

ま
た
、
拝
殿
に
は
元
治
元
年
、
慶

応
四
年
の
縦
一
　
、
横
一
・
五
　
の

四
枚
の
絵
馬
が
奉
納
掲
額
さ
れ
て
お

り
、
百
年
以
上
も
経
過
し
て
お
り
、

千
鳥
破
風
入
母
屋
造
の
社
殿
は
本
町

で
は
最
古
の
建
物
と
な
っ
て
い
る
。

苫
前
神
社
の
主
な
歴
史

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
で
大
賑
わ
い

リ
サ
イ
ク
ル
品
３
３
３
点
が
無
料
提
供

映
像
資
料
図
書
室
で
提
供

留
萌
地
域
ニ
シ
ン
の
記
憶
伝
承

今月から苫前クリニック小野
哲郎院長のご協力により、在宅
医療におけるポイントや予防知
識について紹介します。

血圧は、心臓、動脈及び血液量の３つのバランス関
係から値がでます。この３つのいずれにでも異常があ
ると変動することになります。
高血圧が引き起こす疾患としては、脳卒中、心不全、
心筋梗塞、腎硬化症が挙げられますが、どれも命にか
かわる疾患です。
血管は３層構造の膜になっており、その真ん中の膜
は、筋肉で出来ていますが、高血圧になり心臓が強い
力で血液を送ると、血管は酷使され、やがて硬くなり
ます。これが、動脈硬化の原因です。
高血圧を引き起こす大きな要因として、高脂肪食、
塩分、ストレスが挙げられますが、食事や生活改善に
より予防することが大切です！

「高血圧のはなし」
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広報とままえ　４月号 14頁

住民票・各種証明関係と地籍関係の手数料及び
火葬場使用料を改正しました

町における使用料や手数料などを見直し、町の財政を健全に運営していくため、３月の町議会定例会
において、苫前町手数料条例と苫前町火葬場条例の一部が改正され、４月１日から施行されました。
この改正により町民の皆さんから
応分の負担をしていただくことと
なりましたので、その改正された
内容についてお知らせします。
なお、記載した金額は、改正後
の金額となっています。

【苫前町手数料条例（地籍関係）の改正内容】

【苫前町手数料条例（各種証明関係）の改正内容】

【苫前町火葬場条例の改正内容】
手数料の名称等

区　　　　分 単　　　　位 手　 数　 料
租税公課証明書（納税証明書）
の交付手数料

１税目年度別につき ４５０円

１回につき ５５０円

年度別に１筆、１棟又
は１品につき

６００円
ただし、年度別に１筆、
１棟又は１品増すごと
に２００円を加算する。

年度別に１筆、１棟又
は１品につき

６００円
ただし、年度別に１筆、
１棟又は１品増すごと
に２００円を加算する。

固定資産課税台帳閲覧手数料

固定資産課税台帳記載事項の
証明書の交付手数料

土地、家屋及び償却資産証明
書の交付手数料

単　位 手数料

地　籍　図
閲覧手数料
交付手数料
閲覧手数料
交付手数料
閲覧手数料
交付手数料

１枚につき
１枚につき
１枚につき
１枚につき
１枚につき
１枚につき

区　　分 部 位 等 使 用 料
満１５歳以上
の　 死 体
満１５歳未満
の　 死 体
死亡した胎児
体の
一部 その他

手足の指

１体につき

１体につき

１体につき
１件につき
１件につき

１０，０００円

７，０００円

３，０００円
２，０００円
４，０００円

６００円
１，１００円
６００円

１，８００円
６００円

２，９００円

地積集成図

一筆詳細図

注 地籍簿、地籍図根三角(多角)点網図、地籍図根三
角(多角)点成果簿、筆界点成果簿、面積計算簿、
分合筆書入図などについても改正しています。

住民票・各種証明関係と地籍関係の手数料及び
火葬場使用料を改正しました

【苫前町手数料条例（住民票関係）の改正内容】

手数料の名称等　　　　　　　　　　単　位　　　 手数料
住民票の写し等の交付手数料　　　１件につき　　　３５０円
戸籍附票の写しの交付手数料　　　１件につき　　　３５０円
住民基本台帳の写しの閲覧手数料　１件につき　　　６００円
住民票の写しの広域交付手数料　　１件につき　　　３５０円
住民基本台帳カードの交付手数料　１件につき　　　５００円
印鑑登録証明証の交付手数料　　　１通につき　　　４５０円
印鑑登録証の再交付手数料　　　　１件につき　　　４５０円
身分証明書の交付手数料　　　　　１件につき　　　４５０円
埋火葬証明書の交付手数料　　　　１件につき　１，０００円
注　戸籍関係の手数料については、変更ありません。
外国人登録証明書、生存等証明書、破産等証明書について
も改正しています。
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社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ

～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ５－４０７６

苫前町公民館ご相談・お問い合わせは
e-mail tph@jasmine.ocn.ne.jp
HPアドレス http://www.town.tomamae.lg.jp/

地元の森林を探検し、山のことをもっと知って
もらうため、「森林たんけん隊」の隊員を募集しま
す。対象は、小学校３年生から高齢者まで広く募
集しますが、詳細は後日お知らせします。

○苫前町野球場
期　間　５月～10月（5：00～21：00）
使用料　夜間照明料　20分　310円

○パークゴルフ場（苫前・古丹別・力昼）
期　間　５月～１０月（6：30～日没）
使用料　無料
用　具　スポーツセンター、郷土資料館、とままえ

温泉ふわっとで貸出ししています。
○苫前町Ｂ＆Ｇ海洋センター
期　間　５月～９月

10時～12時

○

18時～20時30分
○
○
○

火～金曜日
土・日・祝日
火～日・祝日７・８月

使用料が次のとおり改正されました。
～　　休　　館　　日　　～

月曜日(夏休み期間を除く）とします。
ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、
翌日の火曜日を休館します。

加入受付完了の翌日から平成18年３月31日まで有効です

○子ども（中学生以下、団体活動のみ） ５００円
○子どもワイド（個人活動も対象） １，０５０円
○大人のスポーツ活動　　　　　　　　　　　１，５００円
○大人（文化・地域活動） ５００円
○老人クラブ等（60歳以上） ８００円
◇上記金額の他に、振込手数料を負担していただきます。
・保険料の振込金額が１０，０００円以下の場合　　７０円

・保険料の振込金額が１０，００１円以上の場合　１２０円

苫前町公民館と苫前福祉センターで受付しております。

スポーツ安全保険（平成１７年度受付中）

平成17年7月１日より使用料を
減免する範囲が一部改正され、
青少年の健全育成に関する活動
を行っている団体や町が主催･共
催する事業を除く行事の場合は
施設の使用料の１割を負担して
いただくこととなります。
詳しくは、回覧にて周知しま

すのでご確認してください。

苫前町公民館、苫前福祉セン
ター使用料の改正について

社会体育施設が５月１日よりオープンします

13時～17時

○
○

５・６・９月

区分
町内
町外

１ 回 券
５０円
１００円

小 中 学 生
シーズン券
５００円

高 校 生
１ 回 券
１００円
２１０円

一 般
１ 回 券
１００円
２１０円

『森林たんけん隊』隊員募集！ 苫前町郷土資料館がオープンします

苫前町郷土資料館が５月１日より１０月３１日
までの６か月間開館します。苫前町の開拓の歴史
や羆に関する資料を展示していますので、一度足
を運んでみてはいかがでしょうか？

公民館･スポーツセンターでは、事業のボランティアを募集しています。イベントの企画や運営などをはじめ、
どんなことでも構いません。あなたの熱意を地域づくりに活かしてみませんか？
興味のある方は、お気軽にご連絡下さい。

ボランティアを募集しています



広報とままえ　４月号 16頁

今
月
の
担
当
は
桧
森
保
健
師
で
す
。 
『
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
が
変
わ
り
ま
す
』 

健　　康 
ばんざい 

乳
房
を
検
診
す
る
）
が
、
大
切
に
な

り
ま
す
。
乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
す

る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
が
ん
で

す
。わ

ず
か
な
し
こ
り
で
も
感
じ
る
よ

う
な
場
合
や
自
覚
症
状
の
あ
る
方

は
、
速
や
か
に
外
科
か
乳
腺
外
科
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
可
能
な
ら
ば
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
正
し
く
診
察
で

き
る
医
師
に
受
診
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

子
宮
が
ん
は
、
性
感
染
症
で
あ
る

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
特
定
さ
れ
た
こ

国
に
よ
る
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
見
直
し
に
よ
り
、
苫
前
町
の
検
診

の
対
象
年
齢
な
ど
が
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
、
し
く
み
が
変
わ
っ
た
の
？

乳
が
ん
検
診
の
有
効
性
が
よ
り
高

い
年
代
に
あ
り
、
ま
た
、
乳
が
ん
に

か
か
る
率
の
高
い
年
代
が
四
〇
歳
か

ら
五
〇
歳
代
と
い
う
調
査
結
果
が
明

ら
か
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
乳
が
ん

検
診
の
対
象
は
、
四
〇
歳
以
上
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、三
〇
歳
代
の
女
性
は
、

今
ま
で
以
上
に
自
己
触
診
（
自
分
で

と
に
よ
り
、
若
い
年
代
ま
で
対
象
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
、
二
〇

歳
代
で
子
宮
頸
が
ん
に
か
か
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
閉
経
後
の
女
性
で
も
、
子

宮
頸
が
ん
や
子
宮
体
が
ん
の
病
気
と

無
縁
で
は
な
い
の
で
、
積
極
的
に
検

診
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
日
程（
予
定
）

６
月
19
日
（
日
）
苫
前
町
公
民
館

12
月
17
日
（
土
）
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
18
日
（
日
）
苫
前
町
公
民
館

※
12
月
18
日
は
午
前
中
の
み

◎
そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
が
近
づ
き
ま
し

た
ら
、
回
覧
等
に
て
再
度
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
不
明
な
点
な
ど
は
役

場
町
民
課
け
ん
こ
う
係
保
健
師
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
�
四
―
二
二
一
五
内
線
二
二
六
）

三
月
十
二
日
古
丹
別
保
育
所
で
苫

前
町
幼
児
教
育
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
町
内
保
育
士

や
母
親
三
十
名
が

参
加
し
、
明
日
か

ら
の
子
育
て
に
活

か
す
心
構
え
に
つ

い
て
学
習
し
た
。

講
師
に
は
、
ア

ー
ト
ホ
ー
ル
東
洲

館
（
深
川
市
）
の

渡
辺
貞
之
館
長
が
「
子
ど
も
が
く
れ

た
宝
物
」
と
題
し
、
教
員
生
活
三
十

七
年
間
の
中
で
の
体
験
や
子
ど
も
の

心
に
つ
い
て
講
演
。「
子
ど
も
の
行

動
に
は
必
ず
理
由
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
面
で
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
話

を
良
く
聴
き
、
行
動
を
よ
く

見
る
こ
と
」
と
、
子
育
て
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
事
例

を
交
え
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
子
育
て

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
託

児
所
も
設
置
さ
れ
、
母
親
た
ち
は
、

安
心
し
て
参
加
し
て
い
た
。

乳がん検診及び子宮がん検診改正内容

乳
が
ん
検
診

対象年齢

検診内容

受診間隔

対象年齢

検診内容

受診間隔

全員視触診とマンモグラフィ検査

の検診となります

子
宮
が
ん
検
診

30歳以上 → 40歳以上

年１回 → ２年１回

今までどおり頸部細胞診

（希望により超音波検査可）

30歳以上 → 20歳以上

年１回 → ２年１回

乳がんの自己触診法

ステップ①（視診）

まず鏡の前に立
って、楽な姿勢

で両手をおろし、左
右の乳房をよく観察
する。乳房の大きさ
や形の変化に注意を
する。次に両手で腰
を強く抑える。この
姿勢は胸の筋肉を緊
張させる。

1

ステップ②（触診）立って

お風呂やシャワーのさい、石鹸がついた
手で、ぬれた乳房をよく触れる。手がな

めらかに滑って、小さなしこり見つけること
ができる。

1

ステップ②（触診）寝て

ゆっくりとした姿勢で、あおむけ
に寝て、できたら左肩に枕かタオ

ルを入れ、左側の乳房を高くする。左
腕を曲げ、頭の後にもっていく。これ
で、左乳房は広く緊張する。左乳房を
右手で前と同じように、わきの下から
渦巻きをかいて乳
首まで触れる。右
乳房も左手で同様
に行う。

1

乳房に触れるときは、3～4本の指をそろ
えてよく伸ばし、わきの下から、渦巻き

を描くように２㌢ずつ指を動かし、乳首に向
かって指を進めていく。いつも反対側の乳房を指の腹と肋骨
ではさむようにするのがコツ。さらに親指と3～4本指で乳房
をはさむと、しこりや乳首からの異常な分泌の発見に効果的
な場合もある。左乳房は右手、右乳房は左手を使う。

2

次に、頭の後ろ
で、両方の手の

ひらを力一杯合わせ、
胸の筋肉を緊張させ
る。以上の３つの姿
勢で、しっかりと乳
房を観察する。とき
には、乳房を見おろ
したり、鏡に斜めに
うつしたりすると効
果的。

2

乳房の皮膚のはれ、ただれ、ひきつれ、色の
変化、おうとつ。乳首のひきつれ、かさぶた、
ただれ、しっしんなど。

観 察 の
ポイント

①日を決めて定期的に！
月経終了後、１週間以内
が適当。閉経後の方は、
毎月、日を決めて
②視診は明るい部屋で。
③触診は指の腹で、胸壁に
向かい少し押すように。
石鹸をつけると、滑りが
良く、小さなしこりまで
みつけることが可能。

ポイント
幼
児
教
育
セ
ミ
ナ
ー

子
育
て
は
「
触
れ
て
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
見
る
」
こ
と

苫前町子育て応援協力員大募集
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

40歳～64歳の方を第２号被保険者といい、老化に
起因する特定疾病により介護が必要となった場合、サー
ビスを利用できます。保険料は、加入医療保険に上乗せ
し納付します。
65歳以上の方は第１号被保険者といい、介護が必要
となった場合、原因を問わずサービスを利用することが
できます。保険料は、所得に応じて５段階に分け、年金
又は納付書により納めることとなります。

Ｑ　介護保険の対象は何歳からですか？

介護サービスを受ける場合には、費用の１割が自己
負担となります。介護サービスは、在宅サービス（ヘル
パー、デイサービス、訪問看護、ショートステイ等）と、
施設サービス（老人福祉施設、老人保健施設、療養型医
療施設等）があり、在宅サービス費用は、１回の利用に
つき500～2,000円程度、施設サービス費用は、１か月
につき４万～６万円程度が目安となります。なお、サー
ビス費用は、要介護度等により金額が異なりますので、
利用する際はご確認願います。

Ｑ　介護保険の対象は何歳からですか？

及び古丹別支所窓口において申請手続きをしてくださ
い。

介護保険サービスを利用するには、心身の状況をチ
ェックする要介護認定（要支援、要介護1～5）を受け
なければ、サービスを利用することができません。介護
サービスを利用したい場合には、苫前町役場しあわせ係

Ｑ　介護サービスを利用するにはどうしたら
よいですか？

お問い合わせ 苫前町役場町民課しあわせ係
01646-4-2215（内線273）まで

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
老
人
保
健
制
度
と
は
ど
ん
な
制

度
で
す
か
？

Ａ
　
老
人
保
健
制
度
は
、
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
医
療
と
保
健
の

総
合
的
な
制
度
の
こ
と
で
す
。

Ｑ
　
そ
の
内
容
は
？

Ａ
　
七
十
五
歳
以
上
（
一
定
の
障
害

の
あ
る
人
は
六
十
五
歳
以
上
）
の
方

と
、
昭
和
七
年
九
月
三
十
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
に
、
適
切
な
医
療
を
提

供
し
、
ま
た
、
四
十
歳
以
上
の
方
の

成
人
病
予
防
な
ど
の
保
健
事
業
を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
に
は
、

町
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
医
療
受
給
者

証
」「
健
康
手
帳
」
と
、
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
の
「
保
険
証
」
を
忘
れ

ず
に
受
付
窓
口
に
提
示
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
病
院
な
ど
で
か
か
っ
た

費
用
の
一
割
（
一
定
以
上
の
所
得
の

方
は
二
割
）
の
一
部
負
担
金
を
支
払

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
一
か

月
に
支
払
う
一
部
負
担
金
（
入
院
中

の
食
事
代
を
除
く
保
険
適
用
分
）
が

高
額
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
高
額
医
療
費
と
し
て

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。高

額
医
療
費
の
支
給
対
象
と
な
る

一
か
月
あ
た
り
の
負
担
限
度
額
は
次

の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

40,200円
72,300円+（実際の医療
費－361,500円）×1％
（40,200円）

12,000円 40,200円

8,000円

24,600円

15,000円

一定所得以上者

一　　　般

Ⅱ　
（住民税非課税の
世帯に属する方）

低
所
得
者
（
住
民
税
非
課
税
）

Ⅰ　
（Ⅱのうち所得が
一定の基準に満た
ない方）

外来限度額
（個人ごと）

入院及び世帯の

限度額

〈備考〉・金額は１月当たりの限度額

・（ ）内の額は、多数該当の場合（４回以降）

・長期高額疾病については、自己負担限度額は１万円となります。

Ａ

Ａ

Ａ

「介護保険制度について」
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苫
前
町
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成

十
一
年
三
月
二
十
六
日
に
定
め
た
小

作
料
の
標
準
額
に
つ
い
て
、
平
成
十

六
年
度
に
お
い
て
改
訂
・
施
行
を
行

う
こ
と
と
し
、道
と
の
協
議
を
経
て
、

平
成
十
七
年
三
月
二
十
三
日
開
催
の

総
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定

し
、
改
訂
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
小
作
料
の
標
準
額
は
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

〔
田
の
部
〕
10
ア
ー
ル
当
た
り

（
一
反
歩
）

一
等
級
　
　
一
四
、
〇
〇
〇
円

（
ほ
場
整
備
完
了
地
区
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

（
平
成
十
六
年
度
分
の
確
定
保
険
料

と
平
成
十
七
年
度
分
の
概
算
保
険
料

の
申
告
・
納
付
手
続
き
）
を
行
っ
て

い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
に
つ
い
て
は
、
四

月
一
日
か
ら
五
月
二
十
日
の
間
に
、

適
正
な
申
告
・
納
付
を
済
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

○
年
度
更
新
説
明
会

四
月
十
五
日
（
パ
ワ
ス
ポ
留
萌
）

十
時
〜
十
二
時
＝
建
設
業
以
外

十
三
時
〜
十
五
時
＝
建
設
業

○
個
別
申
告
相
談
会

五
月
十
二
日
（
苫
前
町
商
工
会
）

十
三
時
〜
十
五
時

留
萌
労
働
基
準
監
督
署

行政相談委員としてご活躍されておりました
宇草哲夫氏に代わり、小田雅彦氏が、平成１７
年４月１日付けで新たに、総務大臣から委嘱さ
れました。

皆さんから、年金、窓口サービス、登記、道
路、河川、郵便などの役所の仕事について、苦
情、要望、意見をお聴きして、改善を図ります。

相談は、無料･秘密厳守！お気軽に！
口頭、電話、手紙でお申し出下さい。

総務省行政相談委員の連絡先

小　田　雅　彦　氏
住所：苫前町字古丹別
電話：01646－5－3950

（
10

当
り
五
二
八
　
）

二
等
級
　
　
一
一
、
〇
〇
〇
円

（
10

当
り
四
九
八
　
）

三
等
級
　
　
　
七
、
〇
〇
〇
円

（
10

当
り
四
六
二
　
）

四
等
級
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

（
10

当
り
四
二
〇
　
）

〔
畑
の
部
〕
10
ア
ー
ル
当
た
り

（
一
反
歩
）

一
等
級
　
　
　
四
、
〇
〇
〇
円

（
平
た
ん
地
で
暗
渠
排
水
施
工
地
）

二
等
級
　
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

（
平
た
ん
地
で
暗
渠
排
水
未
施
工
地
）

三
等
級
　
　
　
二
、
〇
〇
〇
円

（
一
等
級
及
び
二
等
級
以
外
）

※
な
お
、、
不
明
な
点
な
ど
は
苫
前

町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
�
四
―
二

三
一
四
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

本
人
に
な
り
す
ま
し
た
第
三
者

に
、
知
ら
な
い
間
に
住
民
票
を
移
さ

れ
る
事
件
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を

受
け
、
住
民
異
動
届
（
転
入
届
、
転

出
届
、
転
居
届
及
び
世
帯
変
更
届
）

を
受
理
す
る
際
に
、
届
書
を
窓
口
に

持
参
し
た
方
の
本
人
確
認
を
厳
格
に

実
施
す
る
よ
う
総
務
省
か
ら
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
苫
前
町
で
も
、
住

民
異
動
届
の
提
出
が
あ
っ
た
際
に

は
、
次
の
と
お
り
本
人
確
認
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
対
象
と
す
る
届
出

住
民
異
動
届
（
転
入
届
、
転
出
届
、

転
居
届
及
び
世
帯
変
更
届
）
の
全
て

を
対
象
と
し
ま
す
。

◇
本
人
確
認
の
対
象
者

苫
前
町
役
場
又
は
、
古
丹
別
支
所
に

届
出
書
を
持
参
し
た
者
若
し
く
は
、

異
動
の
手
続
を
行
っ
た
者
を
対
象
と

し
ま
す
。

◇
本
人
確
認
の
方
法

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
又
は
パ
ス

ポ
ー
ト
、
運
転
免
許
証
そ
の
他
官
公

署
が
発
行
し
た
免
許
証
、

証
明
証

な
ど
で
本
人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

届
書
を
持
参
し
た
者
が
、
代
理

人
・
使
者
に
つ
い
て
は
、
届
出
人
本

人
の
場
合
と
同
様
の
確
認
を
行
い
ま

す
。 届

書
を
持
参
し
た
者
が

届
出
人
本
人
の
場
合

届
書
を
持
参
し
た
者
が

代
理
人
・
使
者
の
場
合

住
民
異
動
届
に
対
す
る

本
人
確
認
を
行
い
ま
す

■
標
準
小
作
料
の

改
訂
に
つ
い
て

■
労
働
保
険
更
新
の
申
告
・
納
付

４
月
１
日
〜
５
月
20
日
ま
で

苫
前
町
農
業
委
員
会

ア
ー
ルア

ー
ルア

ー
ルア

ー
ル

キ
ロ
グ
ラ
ム

キ
ロ
グ
ラ
ム

キ
ロ
グ
ラ
ム

キ
ロ
グ
ラ
ム

行政相談委員は
役所と皆さんの
パイプ役です。

行政相談委員に小田雅彦氏を委嘱

役所への苦情は、行政相談委員へ

苫前町の交通事故情報
平成17年２月末現在

交通事故死ゼロ日数は

２月28日現在で303日

発生件数

２件

死者数

０人

負傷者数

２人

住
民
異
動
届
に
対
す
る

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
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戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

土
生
　
直
子
（
54
歳
）
２
月
15
日

古
丹
別

伊
藤
　
豊
則
（
89
歳
）
２
月
15
日

香
　
川

計
良
　
梅
市
（
78
歳
）
２
月
18
日

苫
　
前

真
鍋
　
一
雄
（
92
歳
）
２
月
23
日

古
丹
別

村
本
　
　
勇
（
84
歳
）
３
月
５
日

昭
　
和

石
岡
　
　
健
（
55
歳
）
11
月
６
日

苫
　
前

加
賀
谷
保
治
（
64
歳
）
11
月
６
日

古
丹
別

工
藤
　
　
満
（
61
歳
）
11
月
６
日

苫
　
前

武
藤
　
　
勇
（
91
歳
）
３
月
11
日

旭

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

石
井
く
る
み

　

　

　

修
　
／
美
紀
２
月
22
日
苫
　
前

名
畑
　
光
晟

こ
う
せ
い

克
則
／
美
香
３
月
５
日
苫
　
前

二女長男

後
　
藤
　
　
　
博
（
古
丹
別
）
瀬
　
川
　
美
　
香
（
羽
幌
町
）

大
　
川
　
尚
　
希
（
三
　
渓
）
猪
　
股
　
祥
　
子
（
古
丹
別
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

改
正
内
容

◇
六
十
五
歳
ま
で
の
定
年
の
引
き
上

げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
等
の
義

務
化（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
施
行
）

定
年
（
六
十
五
歳
未
満
の
も
の
に

限
り
ま
す
）
の
定
め
を
し
て
い
る
事

業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
高
年
齢
者

の
六
十
五
歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用

を
確
保
す
る
た
め
、
①
定
年
の
引
き

上
げ
②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
③
定

年
の
定
め
の
廃
止
、
の
い
ず
れ
か
の

措
置
（
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
）

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
事
業
主
は
労
使
協
定
に

よ
り
②
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
に
係

る
基
準
を
定
め
、
当
該
基
準
に
基
づ

く
制
度
を
導
入
し
た
と
き
は
、
②
の

措
置
を
講
じ
た
も
の
と
み
な
し
ま

す
。

◇
解
雇
等
に
よ
る
高
年
齢
離
職
予
定

者
に
対
す
る
求
職
活
動
支
援
書
の
作

成
・
交
付
の
義
務
化
（
平
成
十
六
年

十
二
月
一
日
施
行
）

事
業
主
都
合
の
解
雇
等
に
よ
り
離

職
す
る
高
年
齢
者
等
（
四
十
五
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
）
が
希
望
す
る
と

き
、
事
業
主
は
、
当
該
高
年
齢
者
等

の
希
望
を
聴
き
、
そ
の
職
務
の
経
歴

や
職
業
能
力
等
再
就
職
に
資
す
る
事

項
や
再
就
職
援
助
措
置
等
を
記
載
し

た
書
面
を
作
成
し
、
交
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

◇
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
の
際
、

年
齢
制
限
を
す
る
場
合
の
理
由
の
提

示
の
義
務
化
（
平
成
十
六
年
十
二
月

一
日
施
行
）

事
業
主
は
労
働
者
の
募
集
及
び
採

用
を
す
る
と
き
は
、
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
り
上
限
年
齢
（
六
十
五
歳

未
満
の
も
の
に
限
る
）
を
定
め
る
場

合
に
は
、
求
職
者
に
対
し
て
そ
の
理

由
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
改
正
内
容
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
又
は
、
北
海
道
労
働
局
職
業

安
定
部
職
業
対
策
課
（
�
〇
一
一
―

七
〇
九
―
二
三
一
一
）
に
備
え
て
お

り
ま
す
の
で
お
申
し
付
け
下
さ
い
。

■
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の

安
定
に
関
す
る
法
律
を
改
正

き
は
、
新
入
生
の
お
手
本
に
な
る

よ
う
に
し
っ
か
り
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

▽
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
信
号
が

青
に
な
っ
て
も
、
あ
わ
て
な
い
で
、

車
が
止
ま
る
の
を
確
か
め
て
か
ら

渡
り
始
め
ま
し
ょ
う
。

▽
ト
ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど

の
大
き
な
車
に
は
、
運
転
手
さ
ん

か
ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
近
く
で
遊
ば
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
止
ま
っ
て
い
る
車
の
前
や
後
ろ

か
ら
の
横
断
は
と
て
も
危
険
で

す
。
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

羽
　
幌
　
警
　
察
　
署

新
学
期
が
始
ま
り
、
学
校
や
幼

稚
園
に
通
う
こ
と
と
な
っ
た
お
友

達
が
た
く
さ
ん
歩
い
て
い
ま
す
。

▽
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
は
、
道

路
を
渡
っ
た
り
、
歩
道
を
歩
く
と

新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
事
故
防
止

『よく見てね！いっぱい伸ばした もみじのて』

不動産登記事務が
コンピュータ処理になります
旭川地方法務局留萌支局の管轄する下記の不動産

登記事務は、平成17年5月30日からコンピュータ処
理になります。
これにより、従来の登記簿謄本・抄本に替えて

「登記事項証明書」を登記簿の閲覧に替えて「登記事
項要約書」をそれぞれ発行することになります。
また、登記情報交換システムの稼動により、下記

地区以外の不動産の登記事項証明書を当支局で発行
できる場合があります。詳しくは、旭川地方法務局
留萌支局にお尋ね下さい。
なお、商業・法人登記事務については、現行どお

りで変更ありません。

記
留萌市、留萌郡小平町、増毛郡増毛町、苫前町、羽
幌町、初山別村

○お問い合わせ先
旭川地方法務局留萌支局　�0164－42－0492
旭川地方法務局総務課　　�0166－53－2311

16年16年 16年

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
田
　
澤
　
ア
　
サ

様

○
古
丹
別
　
中
　
川
　
　
　
馨

様

各
町
内
会
へ
の
寄
付

（
港
町
内
会
）

○
苫
　
前
　
岡
　
田
　
民
　
子

様

（
栄
浜
町
内
会
）

○
栄
　
浜
　
宗
　
野
　
末
　
徳

様

（
昭
和
町
内
会
）

○
昭
　
和
　
村
　
本
　
文
　
子

様

（
古
丹
別
町
内
会
）

○
古
丹
別
　
真
　
鍋
　
　
　
博

様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
栄
浜
婦
人
部
）（
栄
浜
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
栄
　
浜
　
宗
　
野
　
末
　
徳

様

（
昭
和
女
性
部
）（
昭
和
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
昭
　
和
　
村
　
本
　
文
　
子
　
様

（
長
島
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
長
　
島
　
伊
　
藤
　
博
　
之
　
様

（
古
丹
別
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
古
丹
別
　
中
　
川
　
　
　
馨
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

住
所
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風力発電の売電状況
（町営分）

17年の実績（１月～２月分）
１０，３７３，０１７円

平成17年２月分の実績
・供給電力量

４８５，７２０ｋＷｈ
６，０９４，５７１円

（設備利用率３２．８５％）

▽
『
卒
業
』
と
い
う
言
葉
に
は
、

学
校
の
所
定
の
課
程
を
終
え
る
と

い
う
意
味
の
ほ
か
に
、
一
定
段
階

を
体
験
し
て
通
り
こ
す
こ
と
。
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
▽
町
内
各
学

校
の
卒
業
式
は
、
夢
と
希
望
に
満

ち
た
生
徒
児
童
が
主
役
の
内
容
と

な
っ
て
い
た
。
▽
学
校
生
活
の
思

い
出
を
振
り
返
り
、
卒
業
生
が
、

新
た
な
旅
立
ち
に
向
か
っ
て
、
一

人
ひ
と
り
が
決
意
を
語
る
。
▽
来

場
し
た
父
母
ら
は
も
と
よ
り
、
来

賓
席
に
も
感
動
と
涙
が
伝
わ
っ
た
。

▽
ま
さ
に
学
校
生
活
を
通
じ
、

様
々
な
体
験
が
、
子
ど
も
た
ち
を

大
き
く
成
長
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

▽
卒
業
式
終
了
後
の
生
徒
児
童
は
、

誰
も
が
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
を

見
せ
、
四
月
か
ら
の
新
た
な
生
活

に
期
待
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し

た
。
▽
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

は
、
着
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

私
も
親
と
し
て
し
っ
か
り
子
ど
も

の
成
長
を
見
守
ろ
う
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の保
育所（園）や小中学校の園
児や児童生徒の作品を紹介
します。ひとりでも多くの
作品を紹介したいと思って
います。
５月号の予定は古丹別中学
校の生徒のみなさんです。

苫前小学校児童の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『空とぶりゅう』

りゅうの顔が
うまくいきま
した。あと、
ウロコもうま
くいきました。

３年

横内　　聡くん

『 信　用 』

はねが上手に
できました。
細かくしたり、
太くしたりが、
むずかしかっ
たです。

５年

鈴木　裕貴くん

『りゅうのなみだ』

町の人がりゅうに
会いに行って、な
みだをながしたと
ころです。 ３年

山本　侑奈さん

『 ク ッ パ 』

うまくできたとこ
ろは、キバです。
むずかしかったと
ころは、しっぽで
す。

２年

田中　稜太くん

『フリーザー』

この絵でむずかしか
ったところは、ハネ
をかくところです。
うまくできたところ
は、あたまです。

２年

高田　里帆さん

『スターパラダイス』

残った使わない色
をてきとうに混ぜ
たら、きれいな色
になりました。 ６年

丹羽くららさん

『うちゅうのえん会』

色を混ぜたところ
が、よくできたと思
います。星に黄色と
白を混ぜたところが
ポイントです。

６年

太田　祥子さん

『夜空の花火』

花火の回りを２色
の色でつけたのが、
気に入っています。

４年

小澤　菜摘さん


